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1．変更対象業務（輸入） 

1 

業務コード 業務名 

ＨＣＨ０１ ＨＡＷＢ情報登録 

ＨＰＫ 混載貨物確認情報登録 

ＣＨＡ ＨＡＷＢ情報訂正 

１ＨＡ０１ ＨＡＷＢ貨物本申告自動起動1 

 第９回ＷＧの提案（最大5,000件へ拡大）から変更し、最大9,999件へ拡大することといたします。 
  
 航空輸入貨物において、１ＭＡＷＢで登録可能なＨＡＷＢ件数を現行の最大3,000件から最大9,999件へ 
拡大する。変更対象業務は以下のとおり。 

業務コード 業務名 

ＡＤＭ０１ 積荷目録事前報告 

ＡＣＨ ＡＷＢ情報登録 

ＣＡＷ ＡＷＢ情報訂正 

ＯＩＮ 搬入確認登録（システム対象外保税運送） 

ＯＵＴ    搬出確認登録（一般） 

ＫＡＭ０１    貨物移動情報登録 

 また、以下業務から自動起動されるＨＡＷＢ本申告自動起動の件数も最大3,000件から最大9,999件へ 
拡大する。 
 



2．変更対象業務（輸出） 

2 

※ＨＡＷＢ登録件数制限値チェック件数が最大3,000件から最大9,999件に変更となることでＬＤＲ情報の 
   電文長がシステム制限値（500K）を超える場合がある。その際は超過分を分割して出力する仕様とするが 
   次期のシステム制限値を確認した後に対応を決定する。（およそ3,700件程度で到達の見込み） 

業務コード 業務名 

ＨＤＦ０１ 混載仕立情報登録 

ＢＩＩ０１ 個別搬入確認登録 

ＵＬＡ 積付結果登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位） 

ＵＬＭ０１ 積付結果登録（ＭＡＷＢ単位） 

ＥＸＡ０１ 搬出確認登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位） 

ＥＸＭ０１ 搬出確認登録（ＭＡＷＢ単位） 

ＥＸＲ０２ 搬出確認登録（輸入保税蔵置場）輸出情報登録 

１ＢＬ 搬入確認（多数件処理） 

１ＸＵ 搬出確認登録（ＵＬＤ単位多数件処理） 

１ＸＣ 搬出確認取消（多数件処理） 

１ＣＵ 搭載完了Ｂ（多数件処理） 

 航空輸出貨物において、１ＭＡＷＢで登録可能なＨＡＷＢ件数を現行の最大3,000件から最大9,999件へ 
拡大する。変更対象業務は以下のとおり。 



（参考）１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大に伴う業務処理時間について 

３ 

多数件業務 親業務 
１ １ＸＵ ＥＸＵ（搬出確認登録（ＵＬＤ単位）） 
２ １ＸＣ ＥＸＣ（搬出確認取消呼出し） 
３ １ＢＬ ＢＩＬ０１（一括搬入確認登録） 

４ １ＣＵ 
ＣＬＢ０１（搭載完了登録（ＡＷＢ単位）） 
ＣＬＡ（搭載完了登録（便単位）呼出し） 
ＣＬＡ０１（搭載完了登録（便単位）） 

 多数件業務を実行する業務では多数件業務の起動間隔が３秒となっており、１回の多数件業務で処理で
きるＨＡＷＢ件数は20件となっている。 
 
 このため１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数に応じて以下のとおり処理時間が必要となる。 
 
１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数が3,000件の場合の処理時間  ⇒  約 8分 
１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数が9,999件の場合の処理時間  ⇒  約25分 

 

※ 最大件数（9,999件）が入力された場合に処理時間の遅延が懸念される業務は以下のとおり。 
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